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ま
ち
の
財
産
と
し
て
流
域
の
人
た
ち
に

愛
さ
れ
て
き
た
川
－
伊
賀
川
。

流
域
三
十
町
の
住
民
で
つ
く
る

「
伊
賀
川
を
美
し
く
す
る
会
」
が
中
心
と
な
り

清
掃
や
草
花
の
植
栽
、

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
、
川
ま
つ
り
な
ど
に

長
年
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
流
れ
る
川
は

自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
こ
う
。

そ
ん
な
河
川
愛
護
の
輪
が
、

各
流
域
で
着
実
に
広
か
っ
て
い
ま
す
。

（
六
月
九
日
　
伊
賀
川
一
斉
済
掃
）
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岡崎市婦人大会（勤労福祉会館、13:00～）

南公園市民プールオープン

小暑、七夕

五万石おどり講習会（市体育館ほか、～17日）

｢柳川堀割物語｣上映(せきれいホール、13:30～)

福祉の村講演会(福祉の村清楽荘、13:00 ～)

重役所土曜閉庁日

岡崎市戦没者及び戦災死者追悼式（市民会館、11:00～）

勤労青少年の日

桑谷キャンプ場まつり（9:30～）

大暑

市役所土曜閉庁日

市民大学開講（市民会館、10:00～）

土用のうし

■岡崎市75歳／…岡崎市は、フ月１日で市制75周年を

迎えます。今年は、西暦2001年を目標に、第４次総合

計画がスタートした年度です。八イコンプレックス21

構想のような大きな事業から、市民生活に密着した身

近な問題まで幅広く取り組んでいきます。私たちのま

ちをより魅力的で、住みやすくするために、皆さんの

ご理解とご協力をお願いします。

■夏の夜空…夏がくると、ぼんやり白く光る天の川が

北東の空から南の空にかけて、大きな光の橋をかける

のが見られます。天の川の左岸には、牽牛星アルタイ

ルの輝くbし幽か、そして右岸には、織女蜃ベガの輝

くこと座が見えます。フ月フ日、一年にー度のロマン

チックなデートを、きっと胸ときめかせて待っている

ことでしょう。

■アユ釣り…乙川のアユ釣りが日月23日に解禁されま

した。３月の終わりから、10D0％の稚アユが放流され、

順調に育ってきています。川魚の中で最も美味といわ

れるアユ。なんだか、清流のほとりで、アユの塩焼き

が食べたくなってきますね。

特集「城址公園構想」●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･３～７

市制施行75周年…………………………Ｂ・９

まちのj

まちの特派員だより…………………………12

活かす情報……………………………………13

よもやま日記…………………………………13

市民の広場………………………………14～15

　　「声」「人」「温故知新」など

お知らせ…………………………………16～BP

快適環境………………………………………83
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家
康
の
ふ
る
さ
と
岡
崎
・
岡
崎
公
園
か
生
ま
れ
変
わ
る

平
成
の
城
郭
づ
く
り

－
岡
崎
城
址
公
園
整
備
計
画
と
公
園
の
見
ど
こ
ろ
Ｉ

　
　
「
岡
崎
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
い
え
ば
徳
川
家
康
公
の
生
ま
れ
た
「
岡
崎

城
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
白
亜
の
天
守
閣
を
中
心
に
し
た
「
岡
崎
公
園
」
。

　
こ
の
公
園
の
二
の
丸
跡
地
に
、
昭
和
五
十
七
年
「
三
河
武
士
の
や
か

た
家
康
館
」
が
完
成
し
、
来
年
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
、
「
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
去
る
五
月
二
十
三
日
、

つ
い
に
入
場
者
が
三
百
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
来
年
は
「
家
康
公
生
誕
四
百
五
十
年
」
に
当
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
も
検
討
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
多
く
の
来
園
者
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
岡
崎
の
歴
史
的
史
跡
を
保
存
し
、
文
化
的
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

城
址
の
趣
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
公
園
に
す
る
た
め
、
今
、
城
址
公
園

整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
に
　
呵
Ｍ
　
鉛
躍
禿

乙川噴水

公園緑地課計画係

a2 ３－６ ３９９

　
岡
崎
公
園
は
、
地
域
の
日
常
生

活
に
密
着
し
、
親
し
ま
れ
、
誇
り
と

さ
れ
て
い
る
都
市
公
園
と
し
て

「
ロ
本
の
郡
市
公
園
百
選
ら
優
れ
た

さ
く
ら
名
所
と
し
て
「
日
本
の
さ

く
ら
名
所
ば
選
」
。
史
に
乙
川
噴
水

が
生
活
の
中
に
い
き
る
水
辺
と
し

て
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
。
乙
川
・

伊
賀
川
の
河
川
愛
護
の
活
動
が
「
ラ

ブ
リ
バ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
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婬
劈
捨
ど
」
　

　
昭
和
五
十
七
年
「
三
河
武
士
の
や

か
た
家
康
館
」
の
開
館
を
期
に
、
岡

崎
公
園
を
城
址
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い

公
園
に
つ
く
り
か
え
よ
う
と
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
日
本
庭
園
、
茶
室
（
葵

Ｌ
一
う
あ
λ
　
Ｌ
Ｉ
う
な
・
〈
て
ぃ

松
庵
・
城
南
卒
）
、
岡
崎
城
二
の
丸
能

楽
堂
、
か
ら
く
り
時
計
塔
、
竜
の
噴

水
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
圃
で
は
、
城
址
の
趣
を
高

め
る
た
め
、
本
公
園
の
小
動
物
園
を

東
公
園
に
移
転
さ
せ
ま
し
た
。
束
公

園
で
は
動
物
舎
を
新
・
増
設
し
、
動

物
の
種
類
も
増
や
し
、
自
然
を
楽
し

■■

日
本
庭
園

茶
室
（
葵
松
庵

む
公
閲
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
巾
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
弓
道
場
、
休
育
場
な
ど
は
撤

去
し
ま
す
が
、
そ
の
か
わ
り
に
岡
崎

中
央
総
合
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

に
は
、
岡
崎
市
民
球
場
が
オ
ー
プ
ン

し
、
多
目
的
体
介
館
（
休
育
館
棟
・

武
道
館
棟
・
錬
成
道
場
棟
）
の
完
成

も
間
近
と
な
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

弓
道
場
な
ど
の
設
置
が
計
叫
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
乙
川
河
川
敷
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
姓
設
省
が
施
行
し
て

■
　
岡
崎
城
ニ
の
丸
能
楽
堂

・
城
南
亭
）

い
る
「
岡
１
環
境
幣
備
事
業
」
に
合

わ
せ
て
、
「
愛
知
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
」
の
選
定
を
受
け
た
〈
故
策
歩

道
・
堀
と
せ
せ
ら
ぎ
・
城
壁
・
人
］

喇
路
・
大
手
門
な
ど
〉
の
整
備
が
平

成
三
・
四
年
度
事
業
と
し
て
進
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
は
。
中
心
市
街
地

で
不
足
し
て
い
る
公
共
駐
車
場
の

姓
設
を
始
め
、
二
の
丸
石
列
復
元
広

場
、
催
物
広
場
、
み
ん
な
の
広
場
な

ど
、
巾
民
が
楽
し
め
、
ゆ
っ
た
り
休

息
の
出
来
る
施
設
整
備
が
計
画
さ

れ
、
岡
崎
公
園
の
「
平
成
の
城
郭
づ

く
り
に
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
　
か
ら
く
り
時
計
塔

■
　
竜
の
噴
水
広
場

公
園
整
備
で

面
目
一
新
で
す

歴
史
と
文
化
の
岡
崎
公
園
を

考
え
る
会

　
会
長
　
安
藤
　
喬
久
　
さ
ん

　
岡
崎
公
園
か
ら
矢
作
橋
ま
で
の

国
道
１
号
の
環
境
整
備
が
進
ん
で

来
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
接
す
る
岡

崎
公
園
の
整
備
を
考
え
て
い
こ
う

と
、
地
元
の
岡
１
景
観
環
境
整
備

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な

っ
て
、
こ
の
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
岡
崎
公
園
の
正
而
人

口
付
近
が
城
址
公
園
に
ふ
さ
わ
し

く
な
く
、
「
こ
れ
が
岡
崎
公
園
で

す
」
と
あ
ま
り
自
慢
も
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
整
備
が
進
め
ば
。

　
「
歴
史
と
文
化
の
岡
崎
」
の
面
目

が
一
新
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
来
年
は
家
康
公
生
誕

四
百
五
十
年
祭
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
の
記
念
事
業
が
計
両
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
お
お
い

に
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

４
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匹
ト

一
　
大
手
門

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で

横
幅
ト
六
・
四
ド
、
奥
行
き
六
・
三

八
、
高
さ
ト
▽
て
の
石
姐
と
か
わ
ら

屋
根
俘
き
の
櫓
門
。

■
　
散
策
歩
道

　
自
然
石
舗
装
と
植
栽
帯
で
公
園
入

目
か
ら
龍
城
橋
ま
で
延
長
二
ぱ
一
一
十

■七
X

―

■
･
■

I
?

、
幅
貝
八
・
五
ぴ
の
歩
道
整
備

堀
と
せ
せ
ら
ぎ

　
堀
は
幅
員
三
～
五
□
、
深
さ
Ｉ
・

二
‐
、
延
長
ｇ
ロ
で
下
水
道
の
処
理

水
を
利
用
し
た
堀
と
せ
せ
ら
ぎ
。

■
　
城
壁

　
町
垣
と
築
地
塀

一
　
入
口
園
路

　
自
然
石
舗
装
で
延
艮
三
ト
斤
ご
、

幅
貝
六
□

■
　
坂
谷
橋
の
か
け
か
え

■・■・■

公
共
地
下
駐
車
場

催
物
広
場

梅
林
園

二
の
丸
石
列
復
元
広
場

み
ん
な
の
広
場

　　　/●　...●－　－　－七｀ｊながト

▲現在の坂谷橋

Ｒ
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公
園
の
歴
史

岡
謝
漕
一
順
正
酒
三
一
則
五

午
）
、
四

I.

狐
弥
昨
が
ら
蛉
眠
に
怜
を
築

い
た
の
が
始
ま
り
で
、
安
城
松
平
四

代
清
庸
（
家
康
の
祖
父
）
が
岡
崎
松

平
三
代
西
郷
信
貞
を
や
ぶ
っ
て
入
城

し
た
と
い
う
説
と
、
清
康
が
明
人
寺

に
あ
っ
た
城
の
倍
Ｅ
口
を
追
い
、
後
で

竜
頭
山
に
本
拠
を
移
し
た
と
い
う
説

が
あ
る
。

　
犬
ｔ
ト
ー
年
（
一
五
四
二
年
）
ト
ニ

月
ニ
ト
六
日
、
家
康
は
岡
崎
城
内
で

生
ま
れ
た
。
家
康
が
三
河
を
平
定
し

居
城
を
浜
松
に
移
し
た
あ
と
、
嫡
男

の
信
康
、
重
臣
の
石
川
数
正
、
本
多

重
次
が
城
代
と
な
り
、
大
正
ト
八
年

　
二
五
九
〇
年
）
秀
吉
の
家
臣
川
中
古

正
が
城
主
と
な
り
城
下
を
整
え
た
。

　
江
戸
時
代
は
、
譜
代
大
名
の
本
多

氏
（
前
）
、
水
野
氏
、
本
多
氏
（
後
）

が
居
城
し
、
城
郭
は
明
治
六
～
七
年

に
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
明
治
八
年
に

６

ミ河武士のやかた家l^t^A･

‐
本
址
初
の
公
園
に
決
定
し
た
。

　
大
正
七
年
、
1
1
1
藩
主
本
多
家
か
ら

本
市
へ
公
園
蚊
地
が
寄
付
さ
れ
、
昭

和
二
十
年
七
月
二
十
‐
の
空
襲
で

は
、
園
内
の
市
立
岡
崎
病
院
や
図
書

館
が
焼
失
し
た
。

　
昭
和
ニ
ト
二
年
に
桜
ま
つ
り
、
昭

和
ニ
ト
三
年
に
観
光
夏
ま
つ
り
、
昭

和
二
十
五
年
に
藤
ま
つ
り
が
開
始
さ

れ
、
昭
和
三
十
四
年
に
岡
崎
城
復
元
、

昭
和
三
ト
八
年
に
「
岡
崎
花
と
産
業

火
陣
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
に
ｎ

ト
七
年
の
「
三
河
武
Ｌ
の
や
か
た
家

康
館
」
の
完
成
な
ど
の
歴
史
を
刻
ん

で
今
日
を
迎
え
た
。

　
公
園
の
見
ど
こ
ろ

①
岡
崎
城
人
守
閣

　
昭
和
三
十
四
乍
、
昔
の
外
観
で
吋

建
、
歴
史
資
料
を
屁
示
し
て
い
る
。

②
三
河
武
Ｌ
の
や
か
た
家
康
館

　
徳
川
を
中
心
に
三
河
武
十
た
ち
の

人
間
膜
様
を
吋
現
し
、
中
世
か
ら
近

匪
に
至
る
閻
崎
の
歴
史
を
峰
男

③
徳
川
家
康
公
銅
ほ



'^

･－ぶ'-'７'。'Ｓ－

　　・ｌ｡'･．ｙこ,‘'
－．ｉ－　　ｊ

　･--･
ヅ

<やモて

行
楽
は

岡
崎
公
園
で

●

　
岡
崎
公
園
は
、
徳
川
家
康
公
生
誕

の
地
で
あ
り
、
わ
が
国
の
‥
取
も
古

い
公
閲
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
す
ぐ

近
く
に
豊
富

な
緑

を
残

　
　
　
　
　
　
し
、
歴
史
や

　
　
　
　
　
　
文
化
施
設
、
さ
ら
に
小

　
　
　
　
　
　
鳥
や
植
物
な
ど
が
私
た
ち
を

　
　
　
　
　
　
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
公
園
で
す
ｃ

　
　
　
　
　
　
　
現
在
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
「
岡
崎
城
址
公
閲
整
備
事
業
」
に
よ

　
　
　
　
　
　
り
、
城
址
に
ふ
さ
わ
し
い
公
閲
に
な

　
　
　
　
　
　
り
、
岡
崎
の
シ
ン
ボ
ル
、
観
光
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
と
し
て
訪
れ
る
人
々
に
愛
さ
れ
、
親

　
　
　
　
　
　
し
ま
れ
る
公
園
に
な
る
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
と
も
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は

　
　
　
　
　
　
じ
め
、
令
国
か
ら
お
い
で
い
た
だ
き
、

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
緑
地
課
　
中
根
計
画
係
長

’
i
F
^
ｐ
.
　
>
'
^
■
^
r
ｉ
^
^
-
^
ｒ
i
i
＾
.
ｇ
-
^
｡
'
^
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ｒ
-
i
　
　
ｌ
｡
　
･
　
*

本
多
中
務
大
輔
時
代

備
前
ｙ

・
曲
輪

三
の
丸
・

北曲輪

稗
田
門

⑤

二
の
丸
⑤

②
⑦
９

⑧
白
山
曲
輪

Ｉ
、
．
１
Ｊ
Ｉ

’
ｙ
ｊ
ｊ
Ｊ

菅生持啄

　
菅
生
門

１
　
生
曲
輪板

屋
町

⑩
紅
橘

乙川

蛤
⑩⑩

一 一 一 一

一 一 一

　
彫
刻
家
高
村
泰
正
氏
の
制
作
。

④
公
園
の
碑

⑤
小
滝
ａ
‥
し
郎
翁
の
胸
像

⑥
か
ら
く
り
時
計
塔

⑦
本
多
平
八
郎
忠
勝
公
銅
像

⑧
岡
崎
城
こ
の
丸
能
楽
堂

⑨
竜
の
啖
水
広
場

⑩
束
照
公
産
湯
の
井
戸

⑥
束
照
公
え
な
塚

⑩
龍
城
神
社

　
祭
神
は
家
康
公
と
本
多
忠
勝
公

⑩
竜
ヶ
ル

⑩
束
照
公
遺
訓
碑

　
〈
八
の
一
生
は
肌
荷
を
負
う
て
・
：
〉

の
家
康
公
の
遺
訓
の
今
夕
へ
。

⑩
家
康
公
遺
コ
‥
碑

　
　
〈
わ
が
命
肘
外
に
厄
る
と
い
え
ど

も
・
：
〉
じ
几
和
二
年
二
六
一
六
年
一
・

家
康
公
七
ト
五
歳
、
駿
府
城
に
て
。

⑩
山
岡
荘
八
文
学
碑

　
小
説
「
徳
川
家
康
’
の
碑
文
、

⑩
ア
ラ
モ
の
碑

　
な
か
し
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
と
り
い
　
す
　
ね
　
え
４
・
グ
入

　
長
妬
の
戦
い
の
鳥
居
強
右
衛
門
と

米
国
テ
キ
サ
ス
の
ア
ラ
モ
砦
の
勇
卜

を
讃
え
た
碑
。
志
賀
耽
昂
が
建
立
、

⑩
‐
本
庭
閲

⑩
茶
室
（
葵
松
庵
・
城
南
亭
）

励
五
万
石
ふ
ヒ

○
御
川
上
場

　
丘
万
有
舟
の
湊
町
と
し
て
栄
え
た
、

図
乙
川
噴
水

　
一
級
河
川
の
噴
水
で
は
唯
一
の
日

本
て
ン
ヤ
ン
ボ
な
河
川
噴
水

－ － －

７



市

施

　
岡
崎
市
は
大
正
五
年
七
月
一
日
に
全
国
で
六
ト
じ

番
目
、
県
ド
で
も
タ
‥
占
屋
・
囃
橋
に
次
い
で
三
番
目

に
巾
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
以
来
今
年
で
七
十
丘
周

年
。
こ
の
間
、
西
一
に
河
の
中
核
部
市
と
し
て
発
厦
を

続
け
、
「
明
る
く
、
佻
み
よ
い
、
吸
か
な
岡
崎
市
」

を
め
ざ
し
理
想
の
都
巾
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
じ
幻
丿
‐
、
巾
民
会
館
で
行
う
記
念
式
典
の
席
Ｌ

で
、
本
市
の
発
贋
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
を
残

さ
れ
た
か
た
が
た
や
団
体
を
顕
彰
・
表
杉
し
ま
す
。

7
5
周
年

■
〈
岡
崎
市

名
誉
市
民

公
共
の
福
祉
増
進
、
産
業
文
化
の
進
展
ま
た
は
本
市
の
発

展
に
貢
献
し
、
そ
の
事
績
が
卓
絶
し
、
功
労
が
顕
著
な
か

た
に
「
岡
崎
市
名
誉
市
民
Ｌ
の
称
号
を
贈
つ
て
い
ま
す
。

ノ

一夫氏享年79歳故太田故後藤十次郎氏享年81歳

　
長
川
氏
は
、
巾
民
か
ら
Ｉ
い
っ
ふ

さ
ん
　
と
観
し
ま
れ
、
い
わ
ば
岡
崎

覚
刀
代
■
＾
　
Ｊ
.
　
1
し
て
ト
．
１
　
几
弟
に
わ
た
り

版
議
院
議
‥
口
を
務
め
ま
し
た
　
そ
刀

後
ら
に
に
巾
尺
力
ｙ
場
か
ら
、
…
欠
叫
・

中
巾
へ
総
ぺ
‥
ｙ
Ｍ
溝
恕
を
始
め
巾
政
令

般
刀
ご
意
見
唇
と
し
て
、
奉
巾
力
兌

艇
に
多
‐
へ
か
こ
μ
献
を
さ
れ
ま
し
た

　
政
復
氏
は
、
ご
い
こ
ろ
か
ら
そ
力

ｔ
能
■
V
C
'
遺
咄
々
く
発
抑
し
、
も
に
・

電
動
に
‐
ぺ
気
界
に
や
命
を
も
た
乙
し

-
i
H
^
　
)

マ
キ
タ
を
育
て
る
か
た
わ

り
‐
卜
電
乱
Ｌ
裳
公
理
収
な
ど
を
歴

匯
し

唯
気
力
振
興
・
発
展
に
人
き

な
八
献
亡
さ
れ
、
ま
た
私
巾
公
瓦
兇

駿
力
走
実
に
も
尽
万
さ
れ
ま
し
た
。

三
州
岡
崎
葵
市
民

現
在
市
外
に
居
住
し
、
社
会
的
に
活
躍
ま
た
は
業
績
が
優

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
市
民
の
模
範
と
な
る
か
た
を
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
顕
彰
し
ま
す
。

賀
来
龍
三
郎
氏

鈴
木
　
弘
茂
氏

津
端
　
修
一
氏

庁
;り

･>h

こ
米
　
び
　
郎
｛
’

一
収
　
い
‥
｝
ｔ
　
部
・

こ
作
‐
冷
雨
・

　
　
　
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
会
腱

収
‥
い
Ｌ
気
卜
へ
学
私
俘
教
授

　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ぷ
私

｜

－ -- - - -

岡
崎
市
の
略
歴

年
月

大
正

５
・
7

1
3
・

昭
和

３
・
９

15

９

20

で
き
ご
と

市
制
施
行
（
県
下
３
番
目
）

岡
崎
公
園
完
成
。

岡
崎
、
男
川
、
美
合
村
及
び

常
磐
村
大
字
箱
柳
合
併
。

市
役
所
庁
舎
、
康
生
通
南

か
ら
十
王
町
へ
移
転
。

ソ
パ
琵
Ｄ

-

30 27

●　●
2 10

戸
、
死
者
不
明
者
２
２
０

人
、
重
傷
１
３
４
人
、
軽

傷
２
１
４
人
。

市
政
だ
よ
り
第
１
号
発
刊
。

岩
津
町
、
福
岡
町
、
本
宿

村
、
山
中
村
、
藤
川
村
、

竜
谷
村
、
河
合
村
、
常
磐

村
合
併
。

3
0
・
４
一
矢
作
町
合
併
。

3437

６　３

-・

37

10

38

４

56 46 44　43 42

4 10 2　　9 6

59

11

岡
崎
城
復
元
完
成
。

市
内
電
車
廃
止
。

六
ツ
美
町
合
併
。

　
「
花
と
産
業
科
学
大
博
覧

会
」
開
催
。

市
民
会
館
完
成
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
ッ
デ
バ

ラ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
。

石
垣
市
と
親
善
都
市
提
携
。

市
役
所
新
庁
舎
完
成
。

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構

設
置
。

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市

一一

　８

--
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（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

自
治
功
績

列

一一

　
総
代
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
と

公
共
の
福
祉
向
上
に
努
め
ら
れ
た
か

た
が
た

足
立
　
誰
平

天
野
　
浅
市

安
藤
　
福
三

伊
藤
　
綱
夫

G78667m

板
倉
　
四
郎
　
7
　
1

犬
塚
　
　
勇
　
7
0

岩
月
　
藤
夫
　
7
2

小
野
田
大
助

加
藤
　
清
一

加
藤
　
義
金

近
藤
幸
治
郎

酒
井
富
治
郎

坂
部
　
晃
一

嶋
田
　
　
鼎

杉
戸
　
盛
次

ａ
Ｌ
年

　
２
　
ｒ
-

　
７

　
ｒ
ａ63848691

　　･?
73リ0

築
山
　
良
一
　
7
9

服
部
留
三
郎
　
8
1

福
岡
　
光
雄
　
5
8

（
い
へ
　
作
　
町
）

（
六
名
収
町
）

（
寵
　
川
　
町
）

(
六
･
＞
；
ｉ
三
丁
目
）

（
六
　
供
　
町
）

（
井
川
南
町
）

（
屯
美
旭
町
）

（
若
　
宮
　
町
）

（
山
　
口
　
町
）

（
伊
　
賀
　
町
）

（
巾
　
村
　
町
）

（
久
後
崎
町
一

（
廿
　
生
　
町
）

（
庄
司
Ⅲ
ニ
ド
‐
）

（
蓑
　
Ⅲ
．
町
）

（
六
　
供
　
町
）

（
六
名
南
一
ｒ
‐
）

（
Ｌ
和
川
町
）

細
井
　
幸
彦

教
育

6
0
　
（
六
訊
‥
本
町

功
績
者
一

　
‘
－
”
’
ヒ

　
教
育
、
学
術
、
文
化
な
ど
の
発
展

に
努
め
ら
れ
た
か
た
が
た

岡
崎
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
河
合
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
　
平
　
町
）

三
河
万
歳
保
存
会
花
園
連

　
　
　
　
　
　
　
　
（
桑
　
原
　
町
）

　
産
業
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
か
た

が
た

栗
田
　
豊
一
　
5
9
　
（
美
　
介
　
町
）

鈴
木
　
壽
知
　
6
4
　
｛
庖
　
井
　
町
｝

中
根
　
義
雄
　
6
8
　
（
久
後
崎
町
）

服
部
　
國
男
　
6
6
　
（
羽
　
限
　
町
）

民
生
功
績
者

　
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

力
た
が
た

犬
塚
藤
一
郎

三
浦
み
ゑ
子

71　87

－ヽ一一
伝　犬

馬平

通町

一一

保
健
衛
生
功
績
者

　
医
療
業
務
や
保
健
衛
生
に
努
め
ら

れ
た
か
た
が
た

岩
附
　
正
夫
　
Ｍ
　
（
若
　
宮
　
町
）

竹
村
　
博
之
　
7
4
　
（
康
生
通
四
）

中
潭

渡
邁

浅
井

-

亮修

博
明

ii5 *)(S .i2

納
税
功

｛
晦
　
園
　
町
｝

（
伝
　
馬
　
通
）

］
康
生
涌
出
）

昨
煮
」

―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
　
－
　
　
　
－
―
－
ｉ
　
　
一

納
税
業
務
に
努
め
ら
れ
た
が
た
が

た天
野
　
剛
夫

い
　
一
臨
　
ぢ

一 一

町

－

● ･ ● 丿 ●

a 一 一 一

市
川
　
茂
喜
　
6
1
　
（
魚
　
　
　
町
）

原
田
初
太
郎
　
9
4
　
｛
明
人
寺
町
一

本
多
　
正
明
　
6
6
　
こ
巾
　
場
　
町
一

鴨
田
８
区
納
税
組
合
　
｛
鴨
川
町
　
　

筒
針
納
税
組
合
　
　
（
筒

ト
　
ｆ

＾
ｊ
　
川
｝

中
之
郷
納
税
組
合
｛
．
中
之
郷
町
｝

能
見
北
納
税
組
合
　
(
能
　
に
｀
　
町
）

鉢
地
納
税
組
合
　
　
（
鉢
　
地
　
川
）

土
木
交
通
功
績
者

　
都
市
の
整
備
や
交
通
安
全
に
努
め

ら
れ
た
が
た
が
た

稲
葉
　
浩
之
　
5
0

岩
附
　
和
佳
　
3
8

内
田
　
　
勝
　
4
8

岡
田
　
春
雄
　
5
7

梶
野
　
憲
克
　
5
1

酒
井
　
宗
一
　
5
9

柴
田
　
隆
保
　
5
5

新
海
　
彦
二
　
6
7

杉
田
　
峯
男
　
5
6

鈴
木
　
秀
夫

鈴
木
　
光
治

高
井
　
光
夫

蜂
須
賀
一
敏

r>o18
5ni

　
水
鳥
　
　
進
　
5
3

一
矢
田
　
征
一
　
5
2

（
片
川
西
町
）

（
中

（
両

（
葵

（
中

（
井

島田

一一
i主　恵

　田

町
）

町
）

町
）

町
）

町
）

町
）

町
）

（
生
　
平
　
町
）

(
:
"
v
原
沢
町
）

（
伊
　
賢
　
町
）

（
百
々
西
町
）

（
秦

（
錦

梨
　
町
）

　
　
町
）

（
奥
　
殿

町

iJj

‐
１

防
功
績
者

　
消
防
活
動
な
ど
に
努
め
ら
れ
た
か

た
が
た

柴
田
　
歳
近
　
5
1
　
（
人
片
野
町
）

岡
崎
市
梅
園
消
防
団
｛
ト
　
ト
　
町
｝

多
額
寄
付
者

一
巾
民
の
た
め
に
多
額
の
金
品
を
１
　
贈

さ
ｎ
た
か
た

萬
有
製
薬
株
式
会
社
（
束
京
都
）

篤

ヨ
。
者
」

井
畑
　
美
恵
　
1
8
　
（
人
片
野
町
）

　
多
年
に
ね
だ
り
重
度
障
害
の
義
姉

を
献
身
的
に
看
護
さ
れ
ま
し
た
。

伊
輿
田
三
千
代
5
9
｛
束
人
友
町
｝

　
多
年
に
ね
だ
り
寝
た
き
り
の
養
田

を
献
身
的
に
看
護
さ
れ
ま
し
た
。

勝
川
　
　
武
　
7
0
　
（
明
ト
八
示
町
）

　
視
覚
障
害
の
境
遇
を
克
服
し
盲
人

福
祉
協
会
長
と
し
て
視
覚
障
害
者
の

福
祉
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

杉
本
　
捷
子
　
7
5
　
（
心
‥
４
　
郷
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
朗
読
奉
仕
、
録
音

図
書
の
作
製
な
ど
視
覚
障
害
者
の
福

祉
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
も
し
び
の
会
　
　
（
伊
　
貿
　
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

虹
の
橋
会
　
　
　
　
（
屯
美
束
一
ず
目
）

　
多
年
に
わ
た
り
朗
読
奉
仕
、
録
音

図
書
の
作
製
な
ど
視
覚
障
害
者
の
福

祉
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

-

6
0
・
5

6
0
・
６

6
1
・
7

6
2
・
3

6
2
・
８

6
3
・
1

6
3
・
３

平
成

１
・
４

１
・
　
i
ｎ

１
・
７

１
・

12

－･
２

３

2

10

2

10

2

11

３
・
３

３
・
５

３

●５

３

●５

・
と
姉
妹
都
市
提
携
。

　
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美

　
術
博
物
館
開
館
。

　
岡
崎
市
国
際
交
流
協
会
設

乱
・

　
市
制
施
行
7
0
周
年
記
念
式

　
典
。

　
乙
川
噴
水
完
成
。

　
葵
博
Ｉ
岡
崎
8
7
開
幕
。

　
呼
和
浩
特
市
と
友
好
都
市

　
　
提
携
・

愛
知
環
状
鉄
道
営
業
開
始
。

Ｊ
Ｒ
西
岡
崎
駅
開
業
。

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

完
成
、
人
口
3
0
万
人
達
成
。

高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
完

成
。

乙
川
噴
水
が
、
建
設
省
の

　
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
受

賞
。

名
鉄
東
岡
崎
駅
地
下
駅
化

工
事
完
成
。

岡
崎
公
園
時
計
塔
完
成
。

郵
政
省
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想

の
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ

れ
る
。

Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
自
由
通
路
・

橋
上
駅
完
成
。

西
三
河
ニ
ュ
ー
テ
レ
ビ
放
送

　
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
開
局
。

三
世
代
宅
地
供
給
事
業
起

工
式
。

年
金
者
住
宅
ゆ
と
り
の
里

完
成
。

花
園
セ
ン
タ
ー
完
成
。

岡
崎
市
民
球
場
完
成
。

９



｜

　

歯の健康センター開催

．i．*．．～

曲の術生週間中の９日、lli民会nilと甲山会館で「歯の健康

センター」が開かれ、多数の親J’･迎れでにぎわいました。

ブラッシング指導・歯科健診・パネル艇示など、特にフッ

素塗布のコーナーでは行列ができるほどの盛況でした。い

くつになっても健康な曲を保つためには、j’･供のころから

歯を入)にしておくことが必要です。

~ご塾φ

i.

,-

熱戦、中学総体
巾内の18中学校、14,710人の生徒が集まり、日ごろの

柿1り成米を競い合う「中学校総介休育人会」を県岡崎

総介運動場でDtlflKしました。彼らのr;さとパワーに、

陶山もどこかへいってしまったのでしょう。真夏のよ

うな暑さのなか、生徒たちは13の種川ごとにrl/内の各

会場に分かれ、競技に応援に熱幟を繰り広げました。

　・呼和浩特市へ中学生使節団亀　

友好≪l>ll/の中li卜呼和浩特ll/との親善を深めようと．毎年派

遣している中学乍使節ﾄ)lの結団式を市役所で行いました。今

年で４回目となる使節団には6 人の中学生が参加し、7月７

日に出発します。９日間の滞在で、彼らは現地の中･r-校を訪

問したり、mil式住川（パオ）での宿泊などを体験します。

国際意識を鳥めると同時に、［I本をそして自分を見つめ直す

という点でも、良い機会となることでしょう。
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ササユリ訪問

新香山中学校の生徒たちが、学区内で保護し校内で人

工栽培しているササユリを携えて、高年者センター内

養護老人ホームを訪れました。この訪問は、梅の花養

老ホームのころから20年以上も続けているものです。

心のこもった贈り物におじいさんたちは、「楽しみに

にしていました。すてきな香りと美しい花をありがと

う」とうれしそうに生徒たちに話していました。

11

ft^

アーチェリー場オープン
束海中学校に「アーチェリー場」が完成しました。iU

内の中学校では2抜目。１度に10人が的を射ることが

できるこのアーチェリー場は、クラブ活動を始め、休

育の授業にも活川します。生徒たちには大変な人気で、

クラブ貫は呪在１年生を中心に30 人を越え、毎日厳し

い練習に励んでいます。岡崎束高校のアーチェリー部

とも交流していくｆ定で、この練習場から将来は国

体・オリンピック選于が生まれるかもしれませんね。

悠紀斎田お田植えまつり

9^ ●

■1/の無|lj文化財「六ツ丈悠紀^田お田値えまつり」が巾

鳥町丸の内の斎田で行われました丿人正天収の即位に当

たり、人嘗祭に使う新米を作る田として、当時の六ツ沢

村が選ばれたことから始まったこのまつり。今年も当時

の衣裟そのままに身を包んだ保存会の会lや六ツ沢巾部●

小学校の111心:たちが、歌に介わせて踊るなか、斎田に曲

が1 木]本植え付けられていきました。

'pe

プリンセスが一日計量士

計量記念nの7 I］、プリンセスおかざきが一II計量士

となり、ll/内商店街で、計駄Z;の使用状況や管理状況

を調介しました。商IVIの重量表示とはかりの目盛りを

見比べては「ぴったりだわ」「安心して買い物ができ

ますね」と、はかりが正確であることの重要性をPR

していました。皆さんもご家庭のはかりを定期的に検

査してみてはいかがでしょうか。



本
光
寺

地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
駒
立
町
の
「
本
光
寺
」
と
、

伊
賀
町
か
生
ん
だ
初
代
岡
崎
図
書
館
長
の
偉
業
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

岩
津
ブ
ロ
ッ
ク
柴
田
篤
子
さ
ん
（
駒
立
町
）

　
　
私
た
ら
の
化
む
駒
立
町
に
は
。

輿
宗
大
谷
派
仏
地
山
本
光
寺
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
人
台
宗
の
寺
で
、

仏
ヶ
嶺
の
山
昭
に
あ
り
、
そ
の
跡
地

に
は
今
も
石
川
が
残
っ
て
い
ま
す
。

'／
永
ａ
午
、
伊
勢
桑
々
り
の
峨
代
、
芝

田
九
郎
左
術
門
咄
家
が
こ
の
地
に
落

ち
の
び
、
次
男
を
出
家
さ
せ
て
、
当

か
を
再
興
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
、
天
眼
二
年
に
現
在
の
位
は
に
お

寺
が
建
て
ら
れ
、
天
台
宗
の
御
尊
仏

は
今
な
お
｛
玉
物
と
し
て
安
置
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
、
本
光
寺
の
寺
｛
飛
は
、

川
師
の
画
像
、
聖
徳
太
子
像
、
人
竺
・

中
国
な
ど
の
歴
代
祖
師
像
。
涅
槃
図
、

海
中
出
現
の
阿
弥
陀
仏
木
像
、
釈
迦

牟
尼
仏
舎
利
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
は
、
お
寺
を
中
心
に
町
や
村

が
栄
え
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
本

光
寺
の
門
前
に
も
茶
犀
や
店
が
毬
ち

並
び
、
松
平
か
ら
岡
崎
へ
の
通
り
道

で
あ
っ
た
お
寺
の
付
近
は
、
行
き
交

う
人
で
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
、

　
お
寺
の
門
前
に
は
人
き
な
杉
が
　
１

本
そ
び
え
１
つ
て
い
ま
す
、
白
い
立

て
叱
に
は
、
郷
ｈ
の
名
木
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
光
寺
姓
‥
吹

と
同
時
に
柚
え
ら
れ
た
そ
う
で
、
高

さ
ニ
ト
ス
に
、
太
さ
ご
。
・
九
ン
の
‐
｀

事
な
杉
で
す
。

　
お
ｙ
を
川
む
む
か
な
青
葉
が
、
雨

に
打
た
れ
て
い
る
様
ｆ
は
、
鮮
や
か

な
色
が
目
に
染
み
入
る
よ
う
で
、
あ

ま
り
の
美
し
さ
に
し
ば
ら
く
ぽ
う
ぜ

ん
と
見
人
っ
て
い
ま
し
た
。

卜

。♂

初
代
岡
崎
図
書
館
長
　
柴
田
顕
正
氏

　
　
　
　
　
　
葵
ブ
ロ
ッ
ク
一
杉
に
浦
か
つ
子
さ
ん
（
伊
賀
町
）

　
顕
ぷ
氏
は
、
明
治
六
年
、
伊
賀
八

幡
寓
の
-
Ｓ
-
;
　
"
-
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
少

の
こ
ろ
か
ら
勉
強
好
き
で
あ
っ
た
。
伊

回
小
学
校
λ
’
の
広
幡
小
学
校
）
を

參
業
し
て
す
ぐ
に
Ｌ
京
し
、
川
学
院

大
学
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
後
、
石

川
県
や
京
都
府
な
ど
で
教
壇
・
に
立
っ

て
い
た
。
そ
の
後
岡
崎
に
帰
り
、
県

立
―
中
（
今
の
岡
崎
鳥
校
）
で
国
詰
・

歴
史
・
災
語
な
ど
の
教
師
を
勁
め
た
『
。

そ
の
傍
ら
、
Ｆ
。
以
Ｆ
人
郎
・
川
川
撫

琴
・
小
滝
'
"
V
-
七
郎
ら
と
「
汲
古
会
」

を
結
成
し
、
市
史
網
築
の
史
料
収
叱

を
始
め
た
。
人
正
八
年
、
岡
川
撫
琴
、

巾
長
ら
の
強
い
要
望
で
初
代
岡
崎
図

書
館
長
に
就
任
し
'
　
ｒ
図
書
館
の
役
割

は
、
学
者
を
育
て
る
よ
り
、
‥
吼
派
な

岡
崎
'
"
-
^
民
を
介
て
る
こ
と
に
あ
る
」

と
の
に
念
で
、
占
を
盛
ん
に
姚
め
た
。

ま
た
、
巾
か
ら
正
式
に
市
史
編
纂
の

匯
小
を
依
頼
さ
れ
、
史
料
収
集
の
た

め
に
、
弁
当
を
持
ち
、
毎
‐
各
地
を

つ
た
。
昭
和
丑
年
に
は
、
『
岡

』
八
巻
と
Ｊ
池
川
家
康
と
そ

●

の
周
川
　
Ｌ
・
中
・
下
｡
1
が
発
刊
さ

れ
た
。
そ
の
ト
年
後
、
六
ト
六
歳
で

病
に
没
し
た
が
、
昭
和
三
ト
六
年
、

岡
崎
の
丈
化
の
向
Ｌ
・
発
艇
に
努
め

た
人
物
と
し
て
、
岡
崎
市
々
り
誉
巾
民

と
さ
れ
た
。

　
戦
後
山
岡
荘
八
が
、
Ｊ
私
の
小
説

「
徳
川
家
康
’
‥
は
す
べ
て
顕
ぶ
１
１
　
氏
の

「
徳
川
家
康
と
そ
の
川
囲
｀
一
に
よ
る

も
の
で
す

話
も
あ
る

' > L

と
語
っ
て
い
た
と
い
う

ま
た
、
顕
正
氏
の
残
し

た
巾
史
は
、
新
し
い
観
点
か
ら
現
化

す
す
め
ら
れ
て
い
る
「
新
編
　
岡
崎

巾
史
｀
・
編
纂
に
も
お
お
い
に
役
立
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

-
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活かす情報

－

　
近
ご
ろ
、
学
生
や
そ
の
ご
家
政
の

間
で
、
地
元
（
通
勤
圏
内
）
就
職
に

対
す
る
希
望
が
鳥
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
で
き
れ
ば
、
環
境
の
良
い
親
元

か
ら
通
勤
し
た
い
（
さ
せ
た
い
）
が

岡
崎
地
域
で
は
。
ど
の
よ
う
な
企
業

が
求
人
し
て
い
る
の
か
」
ま
た
、
「
そ

れ
は
ど
ん
な
内
容
の
企
業
な
の
か
」
そ

し
て
、
「
そ
の
よ
う
な
情
報
は
、
ど

こ
へ
行
け
ば
予
に
入
れ
る
’
一
と
が
で

き
る
の
か
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。

　
’
一
の
よ
う
な
要
望
に
対
応
す
る
た

め
、
岡
崎
巾
雁
川
対
策
協
議
会
と
岡

崎
商
工
会
議
所
が
緊
密
な
連
携
を
と

つ
て
連
営
し
て
い
る
の

報
室
」
で
す
．

が

・ ●

冷
望
条
件
に
よ
っ
て
、
求
人
企
業
を

自
山
に
倹
索
で
き
る
仕
組
み
も
準
備

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
新
規
学

校
乍
盾
見
込
者
に
対
す
る
情
報
提
供

に
加
え
て
、
転
職
や
吋
就
職
に
関
す

る
情
報
提
供
も
始
め
ま
し
た
。

　
ど
な
た
で
も
ご
利
川
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
は

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所
三
階
（
竜

災
南
一
Ｆ
口
)
　
　
0
5
3
1
6
1
6
1

■
資
料
公
開
時
間
　
平
‐
…
午
前
1
0

時
･
≫
｡
後
４
時
　
土
曜
口
・
：
午
前
1
0

峙
～
正
学
（
日
曜
‐
は
除
く
‘

「
就
職
情
　
　
Ｉ
ｌ
ｊ
．
一
一
．

　
幸
い
、
こ
の
地
域
に
は
、
高
い
技
　
　
．
．

術
や
ノ
ウ
ー
ハ
ウ
を
持
ち
、
着
実
に
　
　

四

成
長
を
続
け
る
多
く
の
企
業
が
立
地
　
　

皿

し
て
い
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
就
職
情
報
室
で
は
、
ビ
デ
オ
（
三
　
　
に

１
本
制
作
）
、
就
職
情
報
誌
（
三
１

五
百
部
発
行
）
、
求
人
デ
ー
タ
ブ
ッ
　
　
ー

ク
（
七
Ｆ
部
発
行
）
を
作
成
し
た
り
、
　
ぶ

企
業
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
　
　
ｈ

■
■
ｍ
良
介
業
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
．
パ
ソ
コ
ン
を
　
川
し
、
件
　
　

皿

格
や
適
性
を
診
断
し
た
り
、
就
職
の
　
　
Ｉ

○

●田
中
占
政
と
矢
作
川
堤
防
道
路

　
　
　
　
　
　
　
市
長
々
根
狐
火

　
来
る
ヒ
川
ト
Ｈ
、
せ
き
れ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
市
民
運
勁
推
進
連
絡
協

議
会
の
映
画
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　
'
1
＄
：
「
仰
川
堀
割
物
語
」
は
、
Ｍ
岡

県
仰
川
市
を
踪
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
両
で
、
か
つ
て
地
域
の

　
　
　
　
よ
；
り

湿
地
帯
に
沃
野
を
も
た
ら
し
た
掘
割

が
、
時
代
の
侈
り
変
わ
り
の
中
で
ゴ

H
I
　
-
ｉ

I
ヘ
ド
ロ
で
川
ま
り
、
良
民
と
行

政
が
。
体
と
な
っ
て
、
清
流
を
復
活

さ
せ
た
随
斤
を
川
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
。
こ
の
捌
割
と
い
い
へ
部
川

の
水
利
休
系
を
整
え
た
の
は
、
家
康

の
命
に
よ
り
岡
崎
城
主
か
ら
仰
川
に

川
体
え
し
た
川
中
。
‐
政
だ
と
い
う
。

　
吉
政
は
「
岡
崎
の
街
し
に
と
っ
て

も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。
岡

崎
に
在
城
し
た
の
は
、
家
康
の
関
収

侈
封
（
Ｔ
五
几
○
竿
）
か
ら
関
ケ
原

の
戦
い
ま
で
の
十
年
余
り
だ
が
、
総

堀
な
ど
で
城
を
囚
め
る
と
共
に
、
束

海
道
を
城
下
に
導
い
た
ニ
ト
ヒ
曲
や

沼
を
埋
め
て
田
町
・
板
屋
町
な
ど
の

町
並
み
を
整
え
た
。
な
か
ん
ず
く
乱

流
す
る
ら
べ
印
川
を
治
め
る
た
め
、
本

恪
的
な
護
岸
改
修
を
最
同
に
行
ン

人
で
ら
あ
る
。

　
仏
は
昨
年
ト
月
、
中
部
地
方
治
水

人
会
で
、
川
と
祁
巾
と
の
係
わ
り
八
日

Ｌ
＞

つ
い
て
、

水
と
幟
っ
た
〈
治

水
〉
か
ら
、
水
車
に
標
榜
さ
れ
る
〈

刊
水
〉
、
生
活
の
そ
ば
に
清
流
を
取

り
戻
す
〈
親
水
〉
。
そ
し
て
今
後
は
、

水
と
共
に
生
活
す
る
〈
共
水
〉
や
、
協

力
し
て
生
活
す
る
〈
協
水
〉
施
策
が

求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
意
見
発
表

し
た
。
そ
し
て
矢
作
川
の
現
況
に
触

れ
、
「
河
床
帆
下
防
止
川
の
え
ん
堤
を

幅
広
に
造
り
、
陰
の
代
川
に
す
る
案
」

と
か

「
堤
防
の
八
端
と
犬
走
り
を

複
線
道
路
に
活
川
す
る
案
一
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
発
恕
も
披
琳
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
先
‐
、
建
設
省
か
ら
「
い
‥
へ

作
川
の
発
人
出
・
小
川
人
僑
間
の
堤

防
裏
小
段
に
肉
付
け
を
し
て
二
巾
線

道
路
に
し
た
い
」
と
の
提
案
が
返
っ

て
き
ペ
ニ
・
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
本
市

の
南
北
交
通
に
人
い
に
役
立
つ
。
岡

も
共
水
強
策
に
勁
き
出
し
た
よ
う
だ
。

Ｖ
潅

４
①
　

よ

Ｉ
．
’
・
ｆ
ノ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｌ
・
』
Ｉ
ａ

μ . ｀ ’

蛤
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声
浅
井
義
人
さ
ん

（
2
9
歳
・
下
青
野
町
）

Ｑ中
央
総
合
公
園
へ

バ
ス
は

行
か
な
い
の
で
す
か
。

　
先
‐
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
の
公
式

戦
は
、
多
く
の
か
た
が
脱
幟
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
利
用

す
る
場
八
‥
、
公
共
交
通
磯
関
が
な
く

て
は
不
便
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

・ － ● ．

Ａバ
ス
路
線
の

早
期
敷
設
に
向
け

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
二
十
六
‐
に
竣
工
記
念
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
ブ
ロ
野
球
ウ
エ
ス

タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
は
二
万
人
も
の
皆

さ
ん
に
観
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
人
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
ｆ
恕
さ
れ
ま
す
の
で
、
駐
車

場
に
つ
い
て
は
臨
時
の
も
の
も
含
め
、

約
六
ｒ
台
駐
車
で
き
る
よ
う
計
山
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
口
も
早
く
皆
さ
ん
が

公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
公
喇
を
利

川
で
き
る
よ
う
、
巾
で
は
路
線
バ
ス

の
迦
行
会
礼
に
中
火
総
合
公
園
へ
の

泉
り
入
れ
を
お
甑
い
し
て
き
ま
し
た
、

会
社
側
で
も
、
関
係
賤
関
と
の
協
議

な
ど
、
路
線
の
尖
現
に
向
け
て
努
力

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
る
と
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
の
間
、

ご
辛
抱
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
総
合
公
園
事
業
室
　
大
山
室
長
補
佐

－
‘
‐年

に
わ
た
る
清
掃
活
動
で

知
県
か
ら
環
境
保
全
功
労
賞
受
賞
。

崎
市
立
矢
作
束
小
学
校
児
童
会

　
、
自
分
た
ち
の
通
学
路
を
き
れ
い

に
し
よ
う
」
と
昭
和
四
十
川
弟
か
ら

始
ま
ヅ

わ
た
る
快
適
な
唯
活
環
境
づ
く
り
が

認
め
ら
れ
、
矢
作
束
小
学
校
児
童
会

が
、
曖
知
県
か
ら
環
境
保
全
活
動
功

労
団
体
と
し
て
表
杉
を
受
け
ま
し
た
。

共
体
的
な
活
勁
内
容
は
。

　
Ｊ
．
ゆ
と
り
の
時
間
”
に
丘
・
六
年
収

ぺ
‐
わ
せ
て
八
ク
ラ
ス
が
交
作
で
Ｉ
週

間
置
き
に
、
川
道
１
廿
線
に
か
か
る

４
;
:
:
^
｡
道
鴎
と
、
そ
の
り
辺
道
路
や
側
溝

の
婦
除
を
し
て
い
ま
す
」

受
賞
し
た
と
き
の
感
想
は
。

　
、
掃
除
し
て
い
た
ら
急
に
巾
が
降

り
だ
し
て
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
た
り
、

凪
が
冷
た
く
て
す
ご
く
寒
か
っ
た
り
、

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
本
当
に

う
れ
し
か
ン

掃
除
を
し
て
い
て
気
が
つ
い
た
こ
と

は
。

　
。
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
が
と
て
も

多
い
で
す
。
私
た
ち
が
婦
除
を
し
て

で
す
　
で
も
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
も
同
じ
く
ら
い
人
切
だ
と
思
い

ま
す
」

近
所
の
人
た
ち
は
。

　
　
「
ご
み
袋
を
く
れ
た
り
、
掃
除
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
’
。
ご
苫
労
さ

ん
”
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
し
ま

寸
。
そ
の
時
、
こ
れ
か
ら
も
頓
帳
ろ

う
と
い
う
笈
持
ち
に
な
り
ま
す
に

今
後
の
活
動
は
。

　
　
「
矢
作
僑
、
出
介
之
像
前
の
道
路

清
掃
も
六
月
中
句
か
ら
始
め
ま
し
た

人
変
だ
け
ど
、
掃
除
を
し
て
通
学
路

や
町
が
き
れ
い
に
な
る
と
そ
れ
だ
け

で
楽
し
く
な
り
ま
す
ｒ
私
た
ち
六
年

生
は
卒
業
し
て
し
ま
う
け
ど
、
後
輩

た
ち
に
も
頑
張
っ
て
続
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」
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知
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愛
知
県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
県
内
の
家
畜
数
は
、
卯
用

鶏
が
全
国
一
位
、
乳
用
牛
と
豚
が
七

位
、
肉
用
牛
が
十
四
位
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
で
も
有
数
の
畜
産
県
で
す
。

丸
山
町
に
あ
る
「
県
種
畜
セ
ン
タ
ー
」

は
乳
牛
、
肉
用
牛
、
豚
の
改
良
増
殖

基
地
と
し
て
、
優
良
な
畜
産
の
生
産
・

供
給
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
。

さ
ら
に
総
合
的
・
体
系
的
に
県
下
の

玄
…
産
振
１
　
ハ
を
図
る
た
め
、
北
設
楽
郡

稲
武
町
の
「
段
戸
山
牧
場
」
、
そ
し

て
安
城
市
の
「
種
鶏
セ
ン
タ
ー
に
を

組
織
的
に
統
合
し
、
「
県
畜
産
総
合

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
艮
種
畜
の
供

給
や
新
技
術
へ
の
対
応
な
と
に
加
え
、

畜
産
後
継
者
の
育
成
、
技
術
相
談
活

動
な
ど
、
畜
産
を
一
昭
広
く
支
え
て
い

く
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

▲県畜産総合センター

'
-
＾
ｆ
ｌ
＾
'

ｍ
口
を
鵬
る
菅
谷
五
一
帆
作
さ
ん

　
　
　
（
6
3
歳
・
大
ｆ
町
）

　
有
畜
農
業
を
さ
ら
に
発
‥
肢
さ
せ
る

た
め
、
昭
和
ニ
ト
四
年
四
ｕ
、
笑
人
‥
に

あ
っ
た
追
進
ａ
場
と
瞰
心
場
が
分
離

し
、
丸
山
へ
睡
斎
場
が
侈
転
し
ま
し

た
。
侈
転
作
業
は
、
戦
争
に
よ
る
労

力
不
址
、
資
吋
不
足
の
な
か
、
じ
年
近

く
の
年
月
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仏
と
同
畜
場
と
の
か
か
わ
り
は
、

昭
則
ニ
ト
三
年
三
日
に
瞰
浴
場
の
建

設
補
助
口
と
し
て
採
川
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
尨
八
‐

に
事
務
断
が
あ
り
、
丸
山
の
移
転
用

地
ま
で
歩
い
て
通
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
移
転
に
は
。

農
埓
隊
や
食
料
増
産
隊
の
若
者
、
そ

し
て
県
下
の
酪
農
、
養
豚
組
べ
‥
か
ら

も
紅
口
多
く
の
人
た
ち
が
勤
労
奉
仕

に
集
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
の
よ
う
な
も
の
は
令
く
な
か

っ
た
の
で
、
鼎
、
ス
コ
ヴ
プ
、
モ
ヴ

コ
、
ト
ロ
ゞ
コ
な
ど
だ
け
に
よ
る
人

海
幟
術
で
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
、
よ
く
あ
れ
だ
け
力

人
仕
事
が
で
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
畜
産
関
係
者
の
汗
の
結

品
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
後
、
私
は
牧
場
貝
と
な
り
、

乳
牛
の
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
乳
牛
を
繁
殖
し
て
、
そ
の
子

供
を
育
て
、
調
教
す
る
と
共
に
捧
農

家
へ
払
い
下
げ
る
仕
事
で
し
た
。
特

に
、
匪
話
を
し
て
い
た
輸
入
ｔ
｛
昭

和
四
ト
三
年
輸
人
｝
が
、
休
恪
審
介

で
日
本
最
高
の
評
価
を
受
け
た
時
は

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
峻
刄
な
家

畜
の
匪
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
に
、
皆
誇
り
と
生
き
が
い
を
窓

じ
て
鴎
い
て
い
ま
し
た
。
（
そ
の
後

昭
和
四
ト
五
年
、
腫
畜
場
は
『
腫
畜

セ
ン
タ
ー
』
と
わ
祢
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
）

▲移転当時の県種畜場

私
の
イ
ラ
ス
ト

村
上
節
子
さ
ん
（
禄
丘
二
丁
目
）
の
作
品

私
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

長
男
の
一
光
で
す
。

体
重
が
な
ん
と
十
二
い
も
あ
る
人
物
で
す
。

将
来
が
楽
し
み
で
す
。

カ
ラ
オ
ヶ
だ
っ
て
歌
っ
ち
ゃ
う
よ
Ｉ
ん
／
・

柴
田
知
代
子
さ
ん
（
2
9
歳
・
上
地
町
）

前号(s月I日号)の答　　長野県問題:来年は家康公の生誕から何年になるでしょうo7月15日(必肝)

応募総数は102人で､抽選の結果、加藤奈美子（松橋町）､渡辺直

子（小呂町）､石橋信相（江口１丁目）､小野佳子（柱町）､鈴木じ

つm町）の皆さんに記念品をお送りします。

応募方法　はがきに｢答｣と住所､氏名、年齢､職業を明記のうえ、

〒M羽市内十王町２丁目９番地岡崎市役所広報課広報係まで。

はがきは一人一葉とし、正解者の５名のかたに記念品を贈呈。

⑦
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産
地
め
ぐ
り

ｊ

　
日
時
　
８
月
７
日
伽
、
８
日
南
、

９
日
圀

　
見
学
コ
ー
ス
　
き
の
こ
栽
培
農
家

　
ｙ
ぶ
ど
う
狩
り
↓
酪
農
農
家
↓
花
き

温
室
農
家

　
予
定
時
間
　
午
前
９
時
3
0
分
市
役

所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
集
合
、
午
後
３

時
3
0
分
解
散
予
定

　
対
象
者
　
家
族
連
れ
（
原
則
と
し

て
Ｉ
家
族
３
人
ま
で
）

　
募
集
人
員
　
各
日
と
も
4
0
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
中
学
生
以
上
千
円
、
小

　
申
込
期
限
　
７
月
1
5
日
囲
（
必
着
）

　
そ
の
他
　
山
昼
食
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。
倒
参
加
者
に
は
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

夏
季
市
民
総
合
卓
球
大
会

　
日
時
　
８
月
４
日
間
　
午
前
９
時

2
0
分

　
場
所
　
市
体
育
館

　
種
目
　
０
高
校
生
・
一
般
男
子
の

学
生
以
下
五
百
円
、
３
歳
未
満
無
料
一
部
　
＠
高
校
生
・
一
般
女
子
の
部

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
参
加
希
望

ロ
、
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
4
4
4
市
内
十
王
町
二
丁
目
九
番

地
　
岡
崎
市
役
所
農
務
課
農
政
係

「
産
地
め
ぐ
り
」
ま
で
。

　
申
込
方
法
　
申
込
書
を
〒
4
4
4
市
内

六
名
本
町
七
番
地
　
体
育
協
会
「
市

民
総
合
卓
球
大
会
」
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
4
日
伽

　
そ
の
他
　
要
項
・
申
込
書
は
市
役

所
体
育
課
、
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

市
民
水
泳
大
会

　
日
時
　
８
月
４
日
剛
　
午
前
９
時

　
場
所
　
南
公
園
市
民
プ
ー
ル

　
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

か
た
（
高
校
生
の
部
は
市
内
の
高
校

に
在
学
の
か
た
）

　
種
目

　
制
限
　
出
１
人
２
種
目
以
内
（
リ

レ
ー
は
別
）
　
口
高
校
の
部
は
Ｉ
種

目
―
校
３
人
以
内

　
申
込
方
法
　
申
込
書
を
〒
細
市
内

六
名
本
町
七
番
地
　
体
育
協
会
「
市

民
水
泳
大
会
」
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
刀
　
　
日
囲

　
そ
の
他
　
要
項
・
申
込
書
は
市
役

所
体
育
課
、
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

※
　
当
日
、
市
民
プ
ー
ル
の
一
般
利

用
は
、
午
後
１
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。

乳
児
教
室
「
赤
ち
ゃ
ん

の
発
達
」

　
日
時
　
７
月
3
1
日
南
　
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
受
付
　
午
後
１

時
～
１
時
3
0
分
）

　
場
所
　
岡
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

お
育
て
の
か
た

　
内
容
　
講
話

　
講
師
　
岡
崎
市
医
師
会
　
理
事

深
田
昭
彦
氏

※
　
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
の

防
～
気
を
つ

　
　
ｊ
　
１
１
１
－
１
　
　
　
　
　
１
　
－
　
　
－
　
―

け
よ
う
幼
児
の
肥
満
～
」

　
日
時
　
７
月
2
9
日
側
　
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
受
付
　
午
後
１

時
～
１
時
3
0
分
）

　
場
所
　
岡
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
１
歳
か
ら
３
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
お
育
て
の
か
た

　
内
容
　
講
話

　
講
師
　
岡
崎
市
医
師
会
　
副
会
長

杉
浦
壽
康
氏

※
　
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。
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カ
ヌ
ー
教
室

　
日
程
　
７
月
2
1
日
間
　
午
後
１
時

開
校
式
（
詳
細
は
当
日
発
表
）

　
場
所
　
巴
川
の
カ
ヌ
ー
練
習
場

　
（
桑
原
町
）

　
対
象
　
小
学
校
５
年
生
～
高
校
３

年
生
の
男
女

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
三
千
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
保
護

者
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
擢

市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
体
育
協
会

　
「
カ
ヌ
ー
教
室
係
」
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
1
5
日
卯
（
消
印

有
効
）

※
　
当
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
先
　
岡
田
恵
空
（
雲
2
4
1

0
2
2
4
）

・
閃
‐
Ｆ
Ｕ
１

｜

須
渕
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ

　
日
時
　
８
月
６
日
向
午
前
Ｈ
時
ま

で
に
現
地
集
合
、
８
日
出
午
後
２
時

現
地
解
散
（
２
泊
３
日
）

　
場
所
　
少
年
自
然
の
家

　
内
容
　
野
外
学
習
（
飯
ご
う
炊
飯
、

落
ち
葉
ス
キ
ー
、
川
遊
び
、
星
の
観

察
ほ
か
）

　
指
導
　
岡
崎
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
対
象
　
市
内
の
小
中
学
生
男
女

（
た
だ
し
小
学
校
４
年
生
以
上
）

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
一
人
四
千
五
百
円
へ
海
。

害
保
険
料
を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
保
護
者

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
…
一
」

－
3
5
市
内
須
淵
町
字
屋
名
平
四
四
番

地
一
　
岡
崎
市
少
年
自
然
の
家
ま
て
。

教育委員会

学校教育課

S23－6410

a2 3－63 2 3

第
1
8
回
岡
崎
市
民
大
学
開
講

申
込
期
限

７
月
2
0
日
出

一
日
教
室
「
ゆ
か
た
の
着
付
け
」

　
日
時

～
正
午

７
月
2
1
日
剛
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
指
導
　
原
田
桂
子
氏

　
用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か
た
、
肌
着
、

裾
除
け
、
前
板
、
夕
ｊ
’
ル
ー
本
、
腰

ひ
も
３
本
、
伊
達
締
め
１
本
、
半
幅

帯
、
帯
締
め

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

女
性
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
職
業
（
返
信
ｍ
ｍ
は
が
き
に
も

住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
記
入

　
　
　
●

し
て
、
〒
捌
市
内
伊
賀
新
町
十
番
地

三
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
1
2
E
廓
（
必
着
）

※
　
は
が
き
は
１
人
１
葉
。

ｌ
　
日
時
　
７
月
1
8
日
囚
　
①
午
前
1
0

呵
～
正
午
　
②
午
後
１
時
3
0
分
～
３

峙
3
0
分

　
場
所
　
閏
傾
地
４
　
職
業
訊
練
セ
ン
タ
ー

　
テ
ー
マ
　
ゆ
か
た
の
着
方
と
細
帯

の
結
び
方
及
び
角
帯
の
結
び
方
な
ど

　
講
師
　
小
４
貴
美
代
氏

　
募
集
人
員
　
午
前
の
部
、
午
後
の

部
各
2
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
五
百
円

　
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で

岡
崎
地
域
９
　
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
申
込
期
限
　
７
月
1
0
E
團

■開講日時と講師

　(1)7月28日(a)午前io時

　　　N H K解説委員　加瀬英明氏

　(2)8 月3日出　午後2時

　　　三州岡崎葵市民　宇田　博氏

　(3)8 月10日(土)午後2時

　　　浜松医大教1受　　大原健士郎氏

　(4)8月17日(土)午後2 時

　　　東北大学長　　　西沢潤一氏

　(5)8 月24日(土)午後2 時

　　　分子科i^究教授　吉原経太郎氏

　(6)9月21日(土)午後２時

　　　作家　　　　　　桑原恭子氏

■場所　市民会館人ホール

■会費　1,200円(全6回分)

■募集人員　1,200人(先着犀i

■申込方法　７月8 日㈲から，教育委

　員会学校教育課へ直接または電話で

　申し込み。

■その他　＼m座ごとの申し込みは受

　け付けません。

夏の交通安全市民運動
７月10日(水)～７月20日(土)

重　　点

子供と高齢者を交通事故から守ろう

シートベルトの着用を徹底しよう

難回鷲に

違法駐車を追放しよう

　　　　　　　交通安全課交通安全係昔23－6238

1

2

3

4

ジ
ト
ド
ト
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福
祉
の
村
講
演
会

　
日
時
　
７
月
Ｈ
日
困
　
午
後
１
時

～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
清
楽
荘

　
テ
ー
マ
　
発
達
の
可
能
性
を
求
め
て

　
講
師
　
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ

ニ
ー
中
央
病
院
　
精
神
科
医
長
　
高

橋
脩
氏

　
受
講
料
　
無
料

お
い
で
ん
夏
休
み

施
設
め
ぐ
り

　
日
時
　
８
月
1
3
日
ｇ
'
2
2
日
出

　
集
合
時
間
と
場
所
　
午
前
８
時
4
5

分
　
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

　
見
学
コ
ー
ス
　
消
防
署
’
中
央
総

合
公
園
↓
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美

術
博
物
館
ｙ
男
川
浄
水
場
ｙ
み
そ
工

場　
参
加
料
　
無
料
（
お
か
ざ
き
世
界
子

ど
も
美
術
博
物
館
の
入
場
料
が
必
要
）

　
鳳
来
教
育
林
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里

　
日
時
　
８
月
８
日
俐
、
1
6
日
翻

　
集
合
時
間
と
場
所
　
午
前
８
時
4
5

分
　
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

　
見
学
コ
ー
ス
　
長
篠
城
址
↓
鳳
来

教
育
林
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
（
南
設
楽

郡
鳳
来
町
）
　
↓
愛
知
県
民
の
森

※
　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
長
時
間
の
バ

ス
乗
車
、
急
傾
斜
地
の
山
歩
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
承
知
く
だ
さ
い
。

　
参
加
料
　
無
料

申
込
み
（
市
内
、
鳳
来
と
も
共
通
）

　
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
か

た
で
、
個
人
ま
た
は
家
族
、
友
人
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
（
６
人
ま
で
）
。
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
、

　
募
集
人
員
　
各
日
と
も
4
0
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
参
加
希
望

先
と
希
望
日
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
（
代
表
者
に
○
印
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
…
…
一
市
内
十
王

町
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
広

報
課
広
聴
係
「
お
い
て
ん
夏
休
み
施

設
め
ぐ
リ
」
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
1
9
日
吻
（
必
着
）

　
そ
の
他
　
山
持
ち
物
は
弁
当
・
水

筒
・
筆
記
用
具
。
　
倒
雨
天
決
行
。

1
6
ミ
リ
映
写
機
講
習
会

　
日
時
　
７
月
2
7
日
出
、
2
8
日
剛
の

２
日
間
（
2
7
日
は
午
後
１
時
～
５
時
、

2
8
日
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
場
所
　
太
陽
の
城

　
内
容
　
映
写
機
の
機
構
・
操
作
、
1
6

ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
扱
い
方

法
、
そ
の
他
（
学
科
と
実
技
の
試
験
を

実
施
）

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

1
8
歳
以
上
の
か
た

　
募
集
人
員
　
6
0
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
八
百
円

　
申
込
方
法
　
電
話
で
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
3
日
吻

　
そ
の
他
　
合
格
者
に
は
、
後
日
1
6

ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証
を
交
付
。

走
る
県
政
教
室

　
日
時
　
７
月
2
4
日
團
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

　
見
学
先
　
海
南
こ
ど
も
の
国
、
名

古
屋
港
ボ
ー
ド
ビ
ル

　
対
象
　
小
中
学
生
と
そ
の
家
族

　
（
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

　
内
容
　
卸
売
市
場
見
学
ｙ
調
理
実

習
（
働
く
婦
人
会
館
）
　
ｙ
駒
立
ぶ
ど

う
狩
り

　
対
象
　
巾
内
在
住
の
小
学
校
５
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
各
１
人

　
募
集
人
員
　
2
0
組
4
0
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
桐

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
捌
市
内
明
大
寺
本
町
一
丁
目
四
番

地
　
愛
知
県
西
三
河
事
務
所
経
済
課

経
済
流
通
担
当
「
マ
マ
と
Ｉ
緒
に
た

べ
よ
う
会
」
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
0
日
…
Ｈ
（
必
着
）

た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
電
話

で
県
西
三
河
事
務
所
総
務
課
総
務
担

当
ま
た
は
岡
崎
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
（
シ
ビ
コ
３
階
容
2
4
1
1
8
5

8
）
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
ｃ
:
　
　
日
困

　
そ
の
他
　
昼
食
は
各
自
で
用
意
。

募
集
人
員
　
5
0
人
（
定
員
を
超
え
　
　

ｔ
澪
学
校
隣
放
削
座

堕
―
咄
巽
゛
　
　
　
　
　
　
ノ
ソ
コ
ン
上
級
～
座
）

マ
マ
と
Ｉ
緒
に
た
べ
よ
う
会

　
日
時
　
７
月
3
1
日
困
　
午
前
８
時

3
0
分
　
県
西
三
河
事
務
所
西
側
玄
関

集
合
、
午
後
３
時
3
0
分
解
散
予
定

　
日
時
　
８
月
２
日
～
Ｈ
月
１
日
の

毎
週
金
曜
日
（
1
4
回
）
　
午
後
６
時

～
９
時

　
場
所
　
県
立
岡
崎
工
業
高
校

　
内
容
　
Ｍ
Ｓ
ト
ト
Ｄ
Ｏ
Ｓ
の
基
本
か
ら
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
基
板
図
の
作
製
、
ワ

ー
プ
ロ
の
活
用
法
な
ど
の
応
用
ま
で

　
対
象
　
1
8
歳
以
上
の
か
た
で
パ
ソ

コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
か
た

　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
参
加
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
個
人

用
教
材
な
ど
は
個
人
負
担
）

　
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
で

県
立
岡
崎
工
業
高
校
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
７
月
1
5
日
側
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映画｢柳川堀割物語｣

を無料上映
　川をきれいにし、水辺の美しさ、水

と人間とのかかわりを理解していただ

くため、市民運動の一環として、映画

会を開催します。

　この映画は、福岡県柳川市で今なお

人々のくらしの中に生きている水路

　（堀害ij)を汚れからよみがえらせてい

く、「水と市民」の物語です。

巨図　　７月10日･瀕

　　第１回　午後I 時30分～４時

　　　　　　　（開場午後｜時）

　　第２回　午後６時～８時30分

　　　　　　　（開場午後５時30分）

E國　　せきれいホール（朝日町）

■入場　無料

■主催　岡崎市民運動推進連絡協議会

岡崎市民運動推進連絡協識会

(自治課内)公23－6047

「フ月の美術館の催し」

の一部訂正

　「第24回中部日本書道会西三河支

部学童展（書道）」の開催期間は、

「7／11～13」ではなく、正しくは

「7／12～14」です。

　お詫びして訂正します。

19

　
岡
崎
市
の
教
育
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
優
れ
た
業

績
や
、
現
に
研
究
を
続
け
て
い
る
か

た
が
た
を
顕
彰
・
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
・
推
薦
要
領
　
所
定
の
用
紙

に
業
績
内
容
の
概
要
な
ど
必
要
事
項

を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
教
育
文
化
賞
担
当
へ
匪
出
。

　
申
請
期
限
　
９
月
６
日
原

　
そ
の
他
　
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
、

市
役
所
正
面
玄
関
受
付
、
各
支
所
に

あ
り
ま
す
。

教
育
文
化
賞
候
補
者
募
集

私
立
保
育
園
職
員

（
保
母
）
の
募
集

障
害
者
職
業
訓
練
生
募
集

岡崎本宿特定土地区画整理組合

(岡崎市土地区画整理組合連合会内)

　　　　　　　　S2 3－629 1

番号

２

－
３

－
４

－
５

-
勁ﾒｰﾄﾙ

ｰ
247.35
-
277.50
-
277.93
-
245.73

-
281.77

積

一坪

-
74.82
-
83.94
-
84.07
-
74.33

-
85.23

Ini当たり

胴
-
120.000

-
13D.000
-
124.D00
-
135.D00

-
129.000

処分価格

　　　(円)

E9,6BB.0O0

36.075,000

34.463.320

33.173,550

36,348,330

｜

　
平
成
４
年
度
に
採
用
す
る
岡
崎
市

私
立
保
育
園
職
員
（
保
母
）
の
採
用

候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
Ｚ
月
1
5
日
側
～
2
5
日

困　
試
験
日
時
　
８
月
1
8
日
旧
　
午
後

１
時
3
0
分
～
４
時
3
0
分

　
試
験
場
所
　
岡
崎
市
職
員
健
保
会

館
３
階
（
市
役
所
西
隣
）

　
受
験
資
格
　
昭
和
4
0
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
保
母
資
格

を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
来
年
３
月
ま

で
に
保
母
資
格
収
得
見
込
み
の
か
た

　
採
用
人
員
　
８
人
程
度

　
受
験
手
続
き
　
私
立
保
育
１
職
員

採
用
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
児
童

課
内
）
で
申
込
用
８
　
を
受
け
取
り
、

同
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
対
象
　
義
務
教
育
終
了
以
上
（
た

だ
し
、
情
報
技
術
系
は
高
校
卒
の
学

力
が
必
要
）
の
障
害
者
で
、
障
害
が

固
定
し
、
寮
生
活
な
ど
の
集
団
生
活

が
で
き
る
か
た

　
募
集
職
群
　
情
報
技
術
系
、
事
務

印
刷
系
、
製
図
系
、
服
飾
縫
製
系
、

手
工
業
系
（
印
章
科
・
園
芸
科
）

　
入
校
日
　
1
0
月
２
日
伽

　
訓
練
期
間
　
１
年

　
入
校
相
談
日
　
毎
月
第
２
・
４
水

曜
日
（
愛
知
障
害
者
職
業
訓
練
校
）

　
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
愛
知
障
害
者
職
業
訓

練
校
（
宝
飯
郡
一
宮
町
）
ま
で
。

※
　
岡
埼
公
共
職
業
安
定
所
（
萱

2
1
1
1
1
6
1
）
で
も
随
時
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

保留地の処分
■位置及び筆数　岡崎市本宿町地内

5筆

■処分方法　公開抽選

■抽選参加受付の期間と場所　ア月

15日(月)～19日吻　午前9 時～午後４

時　岡崎市土地区画整理組合連合会

　(市役所8 階)

■抽選日時と場所　７月21日剛　午

前11時　本宿町字森ノ腰　神明社

●抽選参加に必要なもの　①世帯全

貝の住民票(法人の場合は法人登記

簿謄本）　②抽選参加保証

金10万円　③中込人本人名

義の預金通帳（郵便局は除

く）④印鑑

‐その他　パンフレットは

市役所､各支所にあります。

※　詳しくは事務局へ。



西
三
河
地
区
就
学
相
談
会

で1

1

　
対
象
　
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
新
１
年
入
学
児
を
お
も
ち
の

保
護
者

　
内
容
　
山
心
身
の
障
害
の
種
別
、

程
度
を
よ
り
正
し
く
理
解
　
口
心
舅

壕
害
児
敦
育
の
実
態
を
よ
り
正
し
く

理
解

　
日
時
　
８
月
2
1
日
南
、
2
7
日
肉

午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

　
場
所
　
県
西
三
河
事
務
所
３
階
第

２
会
議
室
（
明
大
寺
本
町
Ｔ
四
）

　
申
込
方
法
　
８
月
５
日
㈲
ま
で
に

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
。

　
主
催
　
県
教
育
委
員
会

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
馮
一
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
１
　
者
手
帳
交
付
の

刈
足
と
哨
装
具
相
談

　
日
時
　
７
月
2
3
日
向
　
受
付
　
耳

鼻
咽
喉
科
午
前
１
１
‥
時
3
0
分
　
整
形
外

科
・
眼
科
午
後
１
　
時
3
0
分
　
診
断
及

ぴ
補
装
具
相
談
　
年
植
Ｉ
鯵
ぐ
３
竹

　
場
所
　
福
９
　
の
村
及
晨
の
糸

　
申
込
方
法
　
恥
ら
か
し
め
ぽ
へ
電

話
予
回

胃
が
ん
休
日
検
診

　
対
象
者
　
市
内
在
住
の
4
0
歳
以
上

の
か
た
へ
４
Ｊ
　
"
＾
し
、
本
年
度
人
間
ド

ッ
ク
検
診
、
胃
が
ん
映
診
を
受
け
た

か
た
と
、
吊
し
込
み
属
み
で
受
診
予

定
の
Ｉ
か
た
夕
ふ
‥
・
く
　
　

　
期
間
　
８
月
字
句
｡
｡
-
O
月
の
日
曜

日
へ
５
日
間
を
予
定
’
・

　
場
所
　
岡
崎
市
保
健
で
ン
タ
ー

　
検
診
料
　
五
む
『

　
募
集
人
員
　
2
0
0
六
（
4
0
八
ｘ
５
回
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
１
　
胃
が
ん

休
日
嶮
診
②
住
所
１
　
氏
名
④
生
年
月

日
⑤
1
1
別
⑥
・
電
話
番
号
を
記
入
し
。

〒
祠
　
有
（
十
王
町
二
丁
目
九
４
　
地

岡
崎
市
役
所
保
健
課
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
９
月
2
0
日
命

　
そ
の
他
　
中
）
込
み
後
、
吟
診
の

日
時
な
ど
を
混
入
に
通
ｎ
し
ま
Ｔ
．

国
民
年
金

■
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
４
月
か
ら
６
月
分
ま
で
の
１
民
年

金
俣
険
仙
≒
叢
］
付
さ
れ
ま
し
た
か
、

一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
険
科
は
必
す
八
朔
限
ま
て
に
そ

め
る
こ
と
が
大
切
．
で
ｔ
に
．

　
ぺ
め
ぶ
れ
の
噪
険
一
」
は
、
す
ぐ
べ

め
ま
し
’
・
こ
つ

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　
収
入
が
少
な
く
生
活
に
困
フ
て
い

る
場
合
や
病
気
．
ケ
ガ
、
災
害
な
ど

で
保
険
料
を
そ
め
る
こ
と
の
で
さ
な

い
か
た
は
、
永
続
の
ま
ま
放
置
）
な

い
．
て
ご
相
談
く
だ
ｒ
ｏ
い
．

　
大
で
の
ま
ま
に
さ
れ
ま
ず
と
．
万

一
の
と
き
の
障
１
　
基
礎
年
金
、
遺
族

基
応
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ

列
将
来
の
老
齢
碁
礎
年
金
も
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

　
印
恣
、
国
民
年
金
手
帳
（
ま
た
は

肺
勺
通
知
ざ
）

国
民
健
康
保
険

「
所
得
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
」

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
市
民
税
の

所
得
割
な
ど
を
１
　
礎
に
計
豆
さ
れ
ま

　
ま
だ
。
平
成
２
年
中
の
所
得
の
申

告
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、
申
告

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
受
付
場
所
　
国
保
年
金
課

　
相
談
日
　
７
月
巧
日
向
～
3
1
日
南

　
（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
）

　
こ
の
申
告
は
、
保
険
ら
の
軽
減
適

用
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
所

得
が
少
な
く
て
も
（
所
得
が
な
い
場

合
も
）
必
ず
申
告
）
て
く
だ
さ
い
。

歩
道
整
備
工
事
の

　
Ｓ
１
－
　
１
１
１
－
―
－
―

お
知
ら
せ

　
岡
崎
公
１
整
備
’
上
平
に
伴
い
、
国

道
１
号
線
下
り
線
（
公
ｌ
舛
）
の
歩

浪
整
備
＼
･
エ
争
を
実
施
し
ま
す
。

　
通
行
に
ご
迷
９
　
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
‘
お
願
い
し
ま
Ｔ
。

　
期
間
　
７
月
ｒ
l
-
Ｖ
'
来
年
３
月
下
匍

住
民
実
態
調
査

　
こ
の
調
査
は
、
住
民
記
録
の
正
硲

１
の
確
保
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　
調
査
員
（
市
職
員
）
が
お
同
い
し
た

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

　
調
査
期
間
　
７
月
Ｉ
ヨ
剛
～
1
5
日
卯

一住宅資金などE/d､C ‾

の安定に役

の資金をお

けています

どうぞ，

累市民相談係

３　6492

制度名 対　　　象 限度額 利率 期間 保征人|担保 取扱金融機関

住宅資金

建築 新築､増築､改築など 600万円

年5.7％20年
2人または

保証保険要

岡崎信用金庫
市内本支店

愛知労働金庫
岡崎支店

東海銀行
市内各支店

譲渡
中古(土地付) 600万円

分譲(土地付) 800万円

宅　　　　　地 6QQ万円

災害防止

工事資金

住宅をかさあげするとき 200万円 年5､2％to年 ２人　要

岡暖信用金庫

本　　店

既設不良塀の改良のとき 50万円 年5.0％ ３年 信用保険不要

生活資金 災害､病傷､結婚､出産､死亡､入学、

住宅修繕又は生活必需品の使途で

一時的に賢金調達か困難なかた

50万円

年5.0%

５年 信用保険

　　　　　77＝
生活特定

資　金
30万円 ３年

　　　　I'天
｜人

の融資

　皆さんの生活の安定に役

ユつよう、右表の資金をお

貸ししています．

　常時、受け付けています

ので, お気軽にどうぞ、

　　　　　自治課市民相談係

　　　　　登2 3　6492
-

-!



岡
崎
市
戦
没
者
及
び
戦

災
死
者
の
追
悼
式

　
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
か
た
が

た
の
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
か
た
は
ご
参
列
く
だ
さ

い
。

　
日
時
　
７
月
1
9
日
圀
　
午
前
‥
‥
‥
一
時

　
場
所
　
市
民
会
館

都
市
計
画
公
園
事
業
の

認
可

　
平
成
３
年
５
月
2
2
日
付
（
愛
知
県

告
示
第
4
9
8
号
）
で
、
都
市
訓
画
公
園

事
業
岡
崎
公
園
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
に
関
係

図
書
を
備
え
て
い
ま
１
の
で
、
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

河川愛護月間
7月1日～31日

蓄
電
池
設
備
整
備
資
格

者
講
習
会

　
日
時
　
９
月
３
日
固
、
４
日
伽

　
場
所
　
愛
知
県
産
業
貿
易
館
西
館

（
名
古
屋
市
中
ヌ
ー
丸
の
内
）

　
募
集
人
員
　
2
0
0
人
（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
　
７
月
2
0
日
出
～
3
1
日

削
に
帥
愛
知
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
　
県
警
本

部
別
館
内
）
ま
で
。

※
　
申
訥
書
は
、
消
防
本
部
予
防
課

に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
試
験
日
　
８
月
1
8
日
剛

　
試
験
会
場
　
名
古
屋
電
気
通
信
工

学
院
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）

　
試
験
の
種
類
　
全
種
類

皿１国I

　粗大ごみと使用済み

　乾電池の収集
　中央クリーンセンター萱2 2　1 1 53

●　各町で決められた机人ごみ持ち寄

　り場所へ、収集Ｈの午前8 時30分ま

　でに持ち出してください。

＜出してはいけない物＞

　事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、

　プロパンボンベなどの危険物

　
願
書
受
付
期
間
　
７
月
1
2
日
哨
～

2
2
日
向

　
そ
の
他
　
願
書
は
、
肩
防
本
部
予

防
課
、
消
防
署
各
分
署
・
出
張
所
、

県
西
三
河
事
務
所
、
県
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
シ
ビ
コ
３
階
）
に
あ
り
ま

す
。

　
予
備
講
習
会
　
日
時
…
７
月
2
8
日

旧
午
前
９
時
　
場
所
・
：
消
防
本
部
３

階
講
堂
　
募
集
人
員
：
心
一
人
（
先
着

順
）
　
受
講
料
…
三
千
円
　
申
込
先

・
：
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
各
分

署
・
出
張
所・

１
１

勤７

労月

青EO

少日

－　』皿･年(±)j

のは１

日

　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
会
で
は
、
勤
労
青
少
年
の
日
を

中
心
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
体
験
入
部
を

行
い
ま
す
。

　
体
験
入
部
日
と
ク
ラ
ブ
名

０
７
月
2
3
日
出
…
ヤ
ン
グ
テ
ニ
ス
（
硬

式
テ
ニ
ス
）

＠
７
月
2
4
日
巾
・
：
パ
ソ
コ
ン
友
の
会

　
（
パ
ソ
コ
ン
入
門
）
、
岡
崎
山
の
会

　
（
登
山
）
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）
、
オ
ル

ガ
ン
（
硬
式
テ
ニ
ス
）

＠
７
月
2
5
日
叩
：
オ
ル
ガ
ン
（
硬
式

テ
ニ
ス
）
、
は
い
く
り
や
あ
ず
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）
、
岡
崎
社
交
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
（
社
交
ダ
ン
ス
）

０
７
月
2
6
日
學
：
ぐ
う
ち
ょ
き
ぱ
あ

　
（
人
形
劇
ぼ
）

＠
７
月
2
7
日
出
・
：
岡
崎
卓
球
ク
ラ
ブ

　
（
卓
球
）
、
ピ
ー
プ
ル
　
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）

※
　
時
間
は
、
午
後
７
時
～
９
時
ま

た
は
午
後
７
時
3
0
分
～
９
時
3
0
分

　
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
申
込
方
法
　
電
話
で
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
ま
で
。

収集日 収集町名

16日㈲ 法性寺､羽根西｜区～o区､天白

17日南
上和田m地､江口､羽根北新町、

城南町

18日南
高田、高須、永井、萱園、

上地５区・９区■ 10区

i9日廟
清水、福岡市場、仲町、西八、

対屋、玉川

20日i±｝
羽根西新町、柱郷北、柱郷西、

柱郷南､柱郷東､柱辻｜区- 3区

22日(月) 上地｜区～4区・６区～8区

23日㈹
若松栄｜丁目- 4丁目、若松新

町、若松東

24日I‘和
針崎郷、針崎東、若松、針崎日

清地区

25日床 柱曙｜区～6区

26日I金 柱東、不吹、戸崎５区～7区

27日出 羽根北｜区～'^区

29日(月〉
羽根東山２区・３区、小豆坂｜

区、東山

30日叫
戸崎｜区･ 1区･４区､戸崎元町、

戸崎日清地区

31日伽
羽根東｜区~ 3区、柱東本１区

~ J区、北羽根陣場

１
ｊ

■子どものための相談機関

　名　　称
一一

岡崎少年愛護センター

一

岡崎市家庭児童相談室

一一一一一一

心の電話おかざき

-

電話
-

51 3283

-

23-6330

一一

22-0783

-

　開設時間

平日8:30ヽ17:00

土8 ;30ヽ12:30

臨工⊇I7∇心

土8:30-12:30

白

土」3:00~20:30

青少年を非行からまもる県民運動

　夏の暑さや解放感から､ともすると気の緩み

がちな７月、8月は、青少年が非行に走りや

すい時期です。家庭のみならず、地域ぐるみ

の運動を展開しましょう。

　　　　青少年婦人課庶務係S2 3 --62 2 1

愛の手で非行の芽　みんなでつもう
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　　　計量器の定期検査

　　　　　自治課消費生活係昔2 3－6 2 1 9

※午前だけの場所の検査時間は、9 :30-ll:00

　　午後だけの場所の検査時間は、I :30～3:00

実施日
検査時間と検査場所

午前(9:30～12:00) 午後(1:00～3 :00)

7腎昌 南部公会堂跡地(社町)

川日木
南部市民センター

　　　　　(羽根町)

16日･火> 勤労青少年ホーム(上六名三丁目)

　17
日南

-l9日i匍
連尺学区市民ホーム駐車場(魚町)

23日次)
農協常磐支店

　　　　　　(滝町)
駒立集落センター

　　　　　(駒立HI)

24日
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南中学校
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受教大附属岡崎中学校

　　　　　(明大寺HI)

31日･加 平地中公民館(美合HI)

８月I 日味
　　２日舎

広幡学区市民ホーム駐車場(広幡町)

ｊぱ　　岡崎市計量検査所(両町)
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W一一: 18 : 50: m鼎論

　：　　■河武1:のやかた　ｌ　　　　：　　三i≪l八i:のやかた

　　９１１
ｊｌｌ’ｙ　　　　　　JIが琵焚ご
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　　　　　13日(土)

18:20:まちの簡蕎ウィークリー
　Ｓ　　：　　ｌ週間のニュース

18:50:市民便利帳
　　　　：　桑谷山北

　　　　：岡崎観光文化百選
　　　　：　浄＼il璃姫と義経
　　　　：お知らせ
　　　　:

　　　　　ao日(土)

一一一一　　８日月)～12日金

18:20:まちの話題
　Ｓ　：　毎＼＼のニュース

18:40:市民便利摂
　　：　桑谷山北
　　：お知らせ

　・の番組（日曜日の番

ffl）は、13:00～14:00 と

16:00～17:00の2回放映。

10:00～It:00に前週分を

肖放送。f'Jlの時間は、上

曜日分の叫放送。

の話題ウイークり－

1週間のニュース
一一一‥-

18:20:まちＩ

　Ｓ　：　１

-一　--　・－
18:50:市民便利帳

　　　：　　　：岡崎観光文化百選
　　　：　浄瑠璃睦とm経
　　　：お知らせ

　　15日月1～19日奎

　　　　　　　　　　　　－
18:20;まちの話題
　Ｓ　：　哨lのニュース
18:40:市民便利幔

　　　：お知らせ
―
―

広報課情報調整係

酋2 3　600７

圃月曜日～土曜日は、I8時台から新しい内容になります。また、19時

台･20時台及び翌日]時台～]時台に繰り返し再放送しています。

■都合により番組の内容を変吏する場合があります。

１岡mmの人口工

1991年６月１日現在

　男　155.535人　　209人増

　女　155.395人　　176人増

　計　310.930人　　385人増

世帯数　99.805世帯　247世帯増

　　　　ﾃﾚﾎﾝｻｰﾋﾞｽ

　　　市政だより　きei　1111

ｒ

市からのお知らせ行事案内

　　　　(毎週月曜日変更)

　　　保健だより　きei　1 1 le

　　　　休日緊急当直医、検診のお知らせ、
　　　　健康一ロメモ(毎週月曜日変更)

　　　子どものおはなし　ar21　1113

　　　(岡崎の昔話)

　　　フ月18日～31日｢羽栗町の白さつね』

　献血にご協力ください

　　　　　　岡崎地区献血推進協議会
　　　　　　事務局援護助成課援護係
献血日程　　　　　　　さ23　6 145

月日（M) ：時　間　　場　　所　Ｉ

７月10日南 10:00－15:30三崎内科病院

-J肖OｎＳ
10:00-12:00.農協本店|

,13:30～15:30 農協井内支店

８月５日収10:00－15:30 農協矢作支店

□献血ルーム(豊橋赤十字血液センター岡

　崎出張所豊25 6844)が、康生のシ

　ビコ5階にオープンしました。

・休日毎週木曜日
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｛）　　　岡崎市実施委員会（援護助

運　　　成課内）き23－6
1 45

動　　
この運動はすべての国民が、

Ｌ　犯罪の防止と罪を犯した人たち

月　

の更生について理解を深め、そ
間　

れぞれの立場で力を合わせ、犯

　　　　罪や非行のない明るい社会を築

　　　　こうとする全国的な運動です。
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都市づくりは芸術だ
まs ei世£を馬く簒力あ匍mのま酋奄めさして

事務職員(一般事務)大学･短大･高葱__＿ｺ
　　　　　　　　　　　　　-

25人程度ノ昭和4i年４月2日以降に生まれた人で、大学･短大も

しくは高:専を卒業した人又は平成3年度中に卒業見込みの人

．技術職員は木)(建築)(生物)大学･短大循‾奪‾‾コ

土木10・建築１・生物｜人程度１召和41年４月２日以降に生まれ

た人で、大学･短大もしくは高専の土木科、建築科及び農学科又

は理学科(両科とも植物バイオに関する科目を修得した者に限る)

を卒業した人又は平成３年度中に卒業見込みの人

消防職員　大学･短大･高専
一七　　　　　　　｜

１人程度昭和4i年４月２日以降に生まれた人で、大学･短大も

しくは高専を卒業した人又は平成3年度中に卒業見込みの人（男

子に限る）

〈身体的要件〉身長i6oyヶ程度以|ト、裸眼視力は両眼それぞれ0.6

程度以上で色覚正常のこと

一 一
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〔
Ａ
〕
誤

[匯匯併硝'
20人程度ノ昭和43年４月２日以降に生まれた人で､保母資格を有

する人又は平成３年度中に保母資格を取得見込みの人

｢辱任教員(看護専門学校勤務)

２人程度　昭和26年４月２日以降に生まれた人で､看護専任教員

の資格を有する人

･-･■･㎜㎜■■　保屈　

各｜人程度「保m婦」については昭和41年４月２日以降に生ま

れた人、又「視能訓練士」については昭和36年４月２日以降に生

まれた人で､資格を有する人又は国家試験の受験資格を得るため

の学校もしくは養成所を平成３年度中に卒業見込みで資格を

取得見込みの人

※B試験（高校卒・中学卒・身体障害者を対象とする試験）に

　ついては、市政だよりの８月｜日号をご覧ください。

〒444 岡崎市i土EJ 2 1 日 ９番地　a （0564) 23 －6033
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